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補
正
予
算
第
８
号

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

Ｑ　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
と
カ
ミ
カ
を
連
携
さ
せ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
要
望

な
ど
は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ　
申
請
窓
口
で
要
望
が

あ
っ
た
。
ｋ
ａ
ｍ
ｉ
ｃ
ａ

（
カ
ミ
カ
）
以
外
に
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き
が

で
き
る
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
い
高
齢
の
方
は
一
定

数
い
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
シ
ス
テ
ム
改
修
費
が

大
き
い
の
で
は
。

Ａ　
決
済
事
業
者
登
録
の

ラ
イ
セ
ン
ス
費
用
が
大
き

い
た
め
で
あ
る
。

全
国
在
宅
障
害
児
・
者

等
実
態
調
査
委
託
料

Ｑ　
ど
う
い
っ
た
内
容
か
。

Ａ　
平
成
23
年
か
ら
５
年

ご
と
に
国
が
行
っ
て
い
る

調
査
で
、
エ
リ
ア
を
抽
出

し
て
生
活
の
し
づ
ら
さ
な

ど
を
聞
き
取
る
も
の
で
あ

り
、
施
策
推
進
の
基
礎
資

料
と
な
る
。
今
回
の
調
査

エ
リ
ア
は
黒
土
２
号
団
地

で
あ
る
。

　
令
和
３
年
に
調
査
予
定

で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い

た
。補

正
予
算
第
9
号

通
話
録
音
装
置
整
備
事
業

Ｑ　
ど
こ
の
電
話
に
ど
う

い
っ
た
理
由
で
設
置
す
る

の
か
。

Ａ　
本
庁
・
支
所
の
全
て

の
電
話
が
対
象
と
な
る
。

最
近
増
え
て
い
る
不
当
要

求
行
為
へ
の
対
応
や
、
問

い
合
わ
せ
を
聞
き
直
す
場

合
に
使
用
す
る
。

　
他
市
町
村
で
も
す
で
に

導
入
さ
れ
て
い
る
。

香
美
市
奨
学
金
返
還

支
援
補
助
金

Ｑ　
追
加
補
正
さ
れ
る
が
、

要
望
の
状
況
は
。

Ａ　
９
月
１
日
か
ら
申
請

を
受
け
付
け
た
が
、
す
ぐ

に
枠
が
埋
ま
っ
た
。
問
い

合
わ
せ
も
多
い
こ
と
か
ら
、

10
人
分
を
追
加
で
補
正
す

る
。社

会
福
祉
施
設
等
に
対

す
る
物
価
高
騰
対
策
支

援
金（
障
害
分・介
護
分
）

Ｑ　
市
内
全
て
の
事
業
者

が
対
象
で
は
な
い
の
か
。

金
額
の
根
拠
も
聞
く
。

Ａ　
市
に
指
定
権
限
が
あ

る
事
業
所
に
対
し
て
支
援

す
る
。

　
本
市
に
あ
る
事
業
者
で

も
、
県
に
指
定
権
限
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
、
県
か
ら

支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
。

　
先
行
し
て
実
施
し
た
高

知
市
の
例
を
参
考
に
金
額

を
設
定
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
修
繕
費

Ｑ　
今
回
補
正
し
て
い
る

理
由
と
、
今
後
の
見
通
し

は
。

Ａ　
当
初
予
算
に
計
上
し

て
い
た
修
繕
費
が
足
り
な

く
な
っ
た
た
め
。
8
台
分

の
修
繕
と
今
後
を
見
込
ん

令和３年度決算審査と
令和４年度一般会計補正予算

審  議  結  果

秦山公園

で
の
追
加
補
正
で
あ
る
。

秦
山
公
園
維
持
補
修
費

Ｑ　
当
初
予
算
よ
り
大
き

く
減
額
し
た
理
由
は
。

Ａ　
植
木
が
枯
れ
て
除
去

し
た
こ
と
に
よ
る
施
工
面

積
の
減
少
と
、
入
札
減
で

あ
る
。

肥
料
高
騰
緊
急
対
策
事
業

Ｑ　
価
格
上
昇
分
の
10
分

の
１
を
補
助
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
少
な
い
の
で
は
。

Ａ　
前
年
の
肥
料
費
と
比

較
し
、
上
昇
し
た
費
用
を

補
助
す
る
も
の
で
、
国
が

10
分
の
７
、
県
が
10
分
の

１
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
補

助
し
て
い
る
。
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飼
料
価
格
高
騰
緊
急

対
策
事
業

Ｑ　
1
頭
当
た
り
２
７
０

０
円
の
根
拠
は
。

Ａ　
価
格
上
昇
に
よ
る
負

担
増
を
１
万
６
０
０
円
と

試
算
し
、
そ
の
お
お
む
ね

４
分
の
１
を
補
助
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金

繰
り
入
れ

Ｑ　
ク
ラ
ブ
活
動
用
の
楽

器
購
入
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
う
い
っ
た
経
緯
で
決
定

し
た
の
か
。

Ａ　
鏡
野
中
吹
奏
楽
部
が

全
国
大
会
に
出
場
す
る
に

あ
た
り
、
今
ま
で
市
外
の

高
校
か
ら
楽
器
を
借
り
て

い
た
た
め
。

Ｑ　
来
年
度
当
初
予
算
を

組
む
の
で
は
な
く
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
基
金
を
利
用

し
た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　
ふ
る
さ
と
納
税
の
受

け
込
み
に
市
長
お
任
せ
コ

ー
ス
が
あ
り
、
今
回
は
そ

ち
ら
を
利
用
し
た
。
現
３

年
生
か
ら
後
輩
に
贈
る
と

い
う
意
味
も
込
め
、
補
正

予
算
で
基
金
を
繰
り
入
れ

対
応
し
た
。

学
校
管
理
費（
小
学
校
）

Ｑ　
児
童
用
机
・
椅
子
追

加
分
１
７
１
万
４
千
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
何
人

分
か
。
ま
た
、
旧
佐
岡
小

に
使
わ
な
く
な
っ
た
机
・

椅
子
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

う
が
。

Ａ　
山
田
小
と
楠
目
小
で

必
要
に
な
る
40
人
分
で
あ

る
。
ま
た
、
旧
佐
岡
小
に

使
え
る
も
の
が
あ
れ
ば
そ

ち
ら
も
利
用
す
る
。

企
業
立
地
促
進
条
例

奨
励
金

Ｑ　
高
知
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

へ
誘
致
さ
れ
る
事
業
所
名
、

業
種
、
ま
た
、
開
業
時
期

や
地
元
雇
用
が
あ
る
の
か
。

Ａ　
事
業
者
は（
株
）ス
ウ

ィ
ー
ツ
で
菓
子
製
造
業
に

な
る
。
令
和
５
年
９
月
操

業
開
始
予
定
で
あ
り
、
新

規
雇
用
の
予
定
も
あ
る
。

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会

令
和
３
年
度
決
算

固
定
資
産
税

Ｑ　
市
税
徴
収
実
績
の
家

屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税

が
、
前
年
よ
り
１
６
０
０

万
円
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て

い
る
理
由
は
。

Ａ　
家
屋
総
数
が
１
１
９

棟
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
特
例
に
よ
る
事
業

者
用
家
屋
の
減
免
措
置
が

１
１
２
５
万
７
千
円
と
な

っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

Ｑ　
令
和
元
年
か
ら
徐
々

に
納
税
額
が
減
っ
て
い
る
。

減
額
理
由
と
今
後
の
対
応

は
。

Ａ　
令
和
元
年
度
が
２
億

５
９
０
０
万
円
、
２
年
度

２
億
３
０
０
万
円
、
３
年

度
１
億
６
５
９
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
令
和
元
年
６
月
に
総
務

省
の
基
準
が
厳
し
く
な
り
、

返
礼
品
を
３
割
、
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
手
数
料
や
郵
送

料
な
ど
の
経
費
を
５
割
以

下
に
改
善
し
た
。
令
和
３

年
度
に
は
「
ふ
る
プ
ロ
」

に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
委

託
し
た
が
、
他
市
町
村
も

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て

お
り
振
る
わ
な
か
っ
た
。

空
き
家
改
修
補
助
金

Ｑ　
増
加
の
理
由
は
。

Ａ　
３
３
０
万
５
千
円
は

土
佐
山
田
町
の
３
件
分
。

賃
貸
物
件
で
、
家
主
が
改

修
し
て
貸
し
出
し
を
行
う
。

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

整
備
事
業

Ｑ　
対
象
地
域
の
接
続
率

は
。

Ａ　
４
３
地
区
９
８
０
世

帯
が
対
象
で
あ
り
、
１
１

１
世
帯
が
加
入
し
て
い
る
。

学
校
施
設
整
備

Ｑ　
課
題
と
な
っ
て
い
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
、
特
別
教
室

の
空
調
整
備
の
予
定
は
。

Ａ　
今
年
度
は
鏡
野
中
、

大
栃
小
。
来
年
度
は
香
長

小
、
大
栃
中
。
再
来
年
度

は
大
宮
小
を
整
備
予
定
で

あ
る
。

保
健
衛
生
普
及
費

Ｑ　
全
額
が
不
用
額
と
な

っ
て
い
る
が
、
当
初
の
予

定
と
不
用
の
理
由
は
。

Ａ　
会
計
年
度
任
用
職
員

で
、
保
健
師
を
雇
用
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
公
募

し
て
も
雇
用
で
き
ず
不
用

額
と
な
っ
た
。

地
域
活
性
化
総
合
補
助
金

Ｑ　
具
体
的
な
事
例
は
。

Ａ　
吉
野
の
農
業
水
路
取

水
口
の
改
修
、
新
規
の
ユ

ズ
種
苗
導
入
、
久
次
・
新

改
・
須
江
・
中
組
・
中

野
・
京
田
の
農
業
用
施
設

整
備
で
あ
る
。

木
材
住
宅
支
援
事
業

Ｑ　
制
度
の
利
用
向
上
に

何
か
検
討
し
た
か
。

Ａ　
製
材
所
支
援
と
し
て
、

木
材
流
通
量
の
増
加
を
図

る
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
場
所

の
確
保
を
検
討
し
た
が
適

地
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

引
き
続
き
検
討
す
る
。

審  議  結  果

鏡野中学校吹奏楽部
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審  議  結  果
11月臨時会議（11/18）
◆議案
第78号 令和３・４年度香美市市民グラウンド改修工事（土木）に係る請負契約の一部を変更する契約の締結について
第59号 令和３年度香美市一般会計歳入歳出決算の認定について
第60号 令和３年度香美市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
第61号 令和３年度香美市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
第62号 令和３年度香美市特定環境保全公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
第63号 令和３年度香美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
第64号 令和３年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定について
第65号 令和３年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定について
第66号 令和３年度香美市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）歳入歳出決算の認定について
第67号 令和３年度香美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
第68号 令和３年度香美市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び歳入歳出決算の認定について
12月定例会議（11/28～12/16）
◆発議
第 6 号 香美市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
◆議案
第79号 令和４年度香美市一般会計補正予算（第８号）
第80号 令和４年度香美市一般会計補正予算（第９号）
第81号 令和４年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）
第82号 令和４年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）
第83号 令和４年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）
第84号 令和４年度香美市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
第85号 令和４年度香美市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
第86号 令和４年度香美市水道事業会計補正予算（第１号）
第87号 令和４年度香美市簡易水道事業会計補正予算（第１号）
第88号 令和４年度香美市下水道事業会計補正予算（第１号）
第89号 香美市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について
第90号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
第91号 香美市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の改正について
第92号 香美市長等の給与及び旅費支給条例の一部を改正する条例の改正について
第93号 香美市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第94号 香美市課等設置条例の一部を改正する条例の制定について
第95号 督促手数料の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
第96号 香美市上下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第97号 香美市庁舎建設基金条例を廃止する条例の制定について
第98号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
◆諮問
第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について
第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦について
第 3 号 人権擁護委員候補者の推薦について
◆意見書案
第12号 消費税法附則第171条第２項にもとづき消費税インボイス制度実施の延期をもとめる意見書の提出について
第14号 保育士配置基準の見直しを求める意見書の提出について
第15号 「健康保険証の原則廃止」を撤回するよう求める意見書の提出について

※  以外はすべて全会一致で可決または同意されました。
※発議第６号は賛成多数で可決、意見書案第12号、第14号、第15号は賛成少数で否決されました。
※意見書案第13号は欠番です。
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市長に提言

令和 4 年 12 月 16 日
香美市長　依光　晃一郎　様

香美市議会議長　山本　芳男

提　言　書

　令和４年11月18日開催の令和４年第２回香美市議会定例会11月臨時会議において、令和３年
度歳入歳出決算が原案のとおり認定されました。
　一連の決算審査も踏まえ、会派代表者会議において協議した結果、議会の総意として令和５年
度予算に反映されるよう、下記のとおり提言します。

記

１．経常収支比率の改善のために、全庁をあ
げて無駄を無くす意識をもって行財政改
革に取り組むこと。

２．予算査定時に充分に精査し、多額の不用
額が発生しないよう努めること。

３．ホームページを適時に見直し、積極的に
更新すること。

４．地震災害対策はスピード感をもって行う
こと。（戸板島水源地から八王子配水池
までの送水管の耐震化等） 

５．ふるさと納税の所管課の検討を行い、取
り組みを強化すること。

６．専門性の高い分野に積極的にエキスパー
ト人材の採用に取り組むこと。

７．産科、小児科の誘致のため、必要な手立
てを講じること。

８．サテライトオフィス誘致・企業誘致に積
極的に取り組むこと。

９．耐震工事ができない西庁舎（教育研究所）
の改善を行うこと。

10．土佐山田町内に「道の駅」を建設するた
め積極的に調査を開始すること。

11．県との連携を強化し、起業家支援策の充
実を行うこと。

12．決算審査における不用額に対する細部明
細書の充実及び、予備費充当の明細書を
提出すること。

13．当初予算に計上された未実行の事業の一
覧表を提出すること。

市長に提言を行いました
決算審査を踏まえた新年度の予算編成に向けて

賛否が分かれた議案等に対する各議員の賛否の状況
会　　派 市民クラブ 自由クラブ 公明党 日本共産党 無会派 議長
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発　議 第 6 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × －

意見書案
第12号 × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
第14号 × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
第15号 × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

※「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「－」は議長につき採決に加わらず。


